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東 日本大震災被災地 における初任者教員 （第一報）

－ いわ き市 と石巻市の事例 から一

大橋保 明・亀山有希

はじ め に

2 0 1 1 年 3 月 11 日（金） 14 時 46 分 、宮城 県 沖 を震 源 とす る M 9．0 の巨大 地震 は、東 北 か ら関

東にかけ ての太平洋沿岸 に大津波 を引 き起 こ し、死者 数 15，835 人／行 方不 明者 数 3β64 人 もの甚

大な被 害 を もた らした （1 1 月 9 日現在 、警察 庁発 表）。 また、 この地震 に起 因す る東京 電力福 島

第一 原子力発 電所 におけ る深刻 な放射 能漏 れ事故 に よ り、ふ る さとを追わ れた人 々の数 は、8 月

末現 在 で政府指 示 と自主避 難 を合 わせ 約 15 万 人 に も及 び、警 戒 区域 内 に居 住 してい た約 7 万 5

千人 は震 災 か ら 8 カ月 が 経 過 した 現 在 も 「3．1 1」 か ら時 が 止 ま っ た ま まで あ る 。

この ような厳 しい状 況下 におい て、学校 は避難所 と して多 くの地域 住民 を受 け入 れ、教職 員 は

懸命 に子 どもた ちに寄 り添 って きた。 若手 か らベ テ ランまですべ ての教 職員 の存在 が どれ だけ児

童生徒 の心 の支 えになっ たか わか らないが 、新 年度 を迎 え、岩手・宮 城・ 福 島の東北 三県 の教 職

員人事の方針 にははっ き りとした違 いが表 れた。一年 間人事 異動 の凍結 を決 めた岩手 県、例 年 ど

おり4 月 か ら人事異動 を発令 した宮城 県、 一時的 に人事異動 を凍結 し 8 月 か ら人事異 動 を発 令 し

た福 島県 とい った状況 であ るが、 この よ うな対 応 の違 いが教 員や児 童生徒 に どの よ うな影響 を与

えたか につい て、今 後詳細 に検 証 してい く必 要が ある と考 えてい る。

本 稿で は、地震・ 津波・ 原 発事 故・風 評被 害の 四重 苦 にあ る福 島県い わ き市 と被 災 自治体 の 中

でも津波 の被 害が 甚大で あった宮城 県石巻市 を事例 と して、初 任者研 修や初任 者教員 の現状 を整

理す る と と も に、 初 任 者 教 員 が こ の震 災 と ど う向 き合 い 、 どの よ うな 困 難 感 を抱 え て い る か 等 に

つい て 聞 き取 り調 査 か ら 明 らか に した い 。

1 ． いわき市 における初任者研修の現状

（ 1 ） い わき市 にお け る学校施 設等 の被 害状況

いわ き市 は、昭和 41 年 に 14 の地 区が合併 して誕生 した人口約 34 万 人の 中核 市で ある。1．23 1k m 2

の広大 な面積 に小学 校 74 校 、 中学 校 44 校 の計 118 校 を有 して いるが、教 育事 務所 は存在 せ ず、

教職 員の研修 業務等 につ いて はいわ き市結 合数育 セ ンターが一括 して担 ってい る。

震災 に伴 う全市 的 な被 害状 況 につい ては、死 者数 310 人／行 方不 明者 数 38 人 と報告 されて い

る（11 月 30 日現 在、 いわ き市災 害対 策 本部 発表 ）。 また、教 育施 設の被 害状 況 につ い ては、 ほ

ぼすべて の小 中学校 で報告 され てお り、被害総 額 は 25 ～ 30 億 円 に も及んで いる＜ 巻 末資料 1 ＞。

特に、3 月 11 日の本 震 で は沿岸 部の小 学校 2 校 、 中学枚 2 校 が津波 に よる甚 大 な被害 を受 け ＜
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写真 1 ・ 2 ＞、4 月 11 日 （月）17：16 頃の M 7．1 内陸直 下型余震 で は内陸部 の小学校 10 校 、 中学

疲6 校 で地 震 による損壊 が生 じている。 また、原発事 故 に伴 い久之 浜地 区の小 学校 2 校 、 中学校

1 校 が学校 施設 の 閉鎖 を余 儀 な くされ、市 内小 中学 校 をそ れぞ れ間借 りして いたが 、10 月 11 日

から自校 での教育 活動再 開 にこ ぎつけてい る 1）。

現在 閉鎖 され てい る小学校 2 校 、中学校 2 校 は、 近隣校 の教 室 を間借 りして教 育活動 を行 って

いるが、原発 警戒 区域 や避 難準備 区域 か らの人 口流入 によ り、例 えばい わ き市立平第 三中学枚 で

は生徒 の転 入 116 名、 転出 33 名 、教 員 が約 10 名増 え るな ど （8 月 24 日現在 ）、 市内 の多 くの学

校で平 時 には ほ ど遠 い状況 にあ るのが実状 であ る。

ま た 、大 学 も例 外 で は ない 。い わ き明 星 大 学 で は 5 月 14 日（土 ）に入 学 式 を 挙 行 し、5 月 1 6 日（月 ）

から前 期授 業 を開始 したが 、同時期 か ら福 島県 立湯本 高校 の生徒 や教職 員約 1，000 名 、久之 浜第

一小 学校 の学 童 ク ラブ、原発 警戒 区域 の楢葉 町役 場 の出 張所 を受 け入 れて きた。 また、 平成 24

年度 か らは双葉高校 、双葉翔 陽高校 、富 岡高校 の三枚 の受 け入れ を決め てお り、相 互協力 の下で

子どもか ら大人 まで多様 な人 々の学 習の場 、生 活の場 と して大学が機 能 してい る。

＜ 写真 1 ＞ 津浪被害 を受けた豊間中学校

2 0 11 年 4 月 7 日筆者撮影

＜ 写真 2 ＞ 圭間中学校 の 1 階教室

2 011 年 4 月 7 日筆 者 撮 影

（2 ） いわ き市 にお ける初任 者研修 の概要 とその実際

（ D いわ き市 にお ける初任 者研修 の概要 ～平成 22 年度 まで～

中核 市 と して研修権 を有す るい わ き市 には、教職 員 2，14 9 名が在 籍 してい る （平成 22 年度 ）。

初任者研 修受 講者数 の推 移 は、平成 21 年度小学校 28（男 11 女 17（うち新採 12））・中学枚 4（男

2 女 2 （うち新採 2））、平 成 22 年度小 学校 16 （男 5 女 11 （うち新採 7））・中学 校 4 （男 2 女 2 （う

ち新採 1））、平成 23 年度小 学校 18 （男 4 女 14 （うち新 採 8））・ 中学校 12 （男 11 女 1 （うち新

採6）） となってい る。平均 年齢 は、平 成 21 年度 小学 校 25．1 歳・ 中学校 22．8 歳、平 成 22 年度

小学校 26．1 歳・ 中学校 25．0 歳で 、比 較的若 い層が多 く配 置 され てい る2）。

初 任者 研 修 の実 施形 態 は、拠 点校 方 式 を採 用 し、4 名 の初 任 者 に 1 名 の指 導教 諭 を配 置 し

てい るが 、平 成 23 年度 は拠 点校 方式 に よらない従 前 方式 が 2 名 （2 校 ）い る。宿 泊研 修 6 日
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間 につ し．、て はすべ て県 教 委へ 委 託 して きた が （平 成 22 年 度 ：全体 5／31－6／2、小 8／10－12 、 中

7／28－30 の計 2 回／ 人）、宿 泊研 修 の内容 に課 題 も感 じて いた。 この状 況 を補 うべ く、平成 21

年 度 まで は、子 ど もた ち の キ ャ ンプ 活 動 「 ア ドベ ンチ ャー イ ン IW A K I 事 業 」（生 涯 学 習 課 主 管 ）

に初任 者教貞 や指導主事 が参加 し、2 泊 3 日の研修 を通 じて大 きな成果 を挙 げ て きた。平成 22

年度 は市 の財 政 的 な判 断か ら本事 業が 廃止 され たが、平 成 22 年度 のい わ き市 人づ く り教育 懇

談会 の提言 に よ り、平 成 23 年度 か ら「い わ きサ マーチ ャ レンジ事 業」 が予算化 され、初任 者

研 修 の充実 も期待 され たが、原 発事故 に伴 う野外 活動等 の制 限に よ り今 年度 の実 施 は困難 な状

況 に あ る 。

② いわき市教育委 員会初任 者研修 実施要項 の改正 ～平成 23 年度 か ら－

研修権 を有す る中核 市 として、総合教 育セ ン ターが大 部の独 自資料 を作 成す るな ど して研 修

を充実 させ て きたいわ き市 であ るが、全国 的に存在 した初 任者研 修 の枠 組み （校 内研 300 時 間、

校 外研 2 5 日） に と らわれ、研 修 の独 自性 を追求 しきれなか った こ と も事 実 であ り、 総合教 育

セ ンターで もこの ことは自覚 されてい た。宿泊研修 や企業 体験 の効 果 に関す る疑 問が主 な もの

であ るが 、震災 に よる県施 設の損傷 で宿泊 研修 の中止が 決定 した ことに よ り、 いわ き市教委 は

初 任者研修 実施要項 の改正 に踏 み切 った。主 な改正 点 は校外 研 に関す る事項 で、校 外研 25 日（市

教 委 グループ研修 19 日＋県教 委宿 泊研修 6 日）を校外研修 25 日程度（市教委 グループ研修 18 日）

へ と変更 した＜ 巻 末資料 2 ＞3）。放 射線 量の状 況 に より今後 の市教委宿 泊研修 の実施 が判断 さ

れる予定 であ るが 、 どち らに して もこの ことは県 内の初任者 教貞が 一堂 に会 す る機会 を喪失 し

た こ と を意 味 して お り、 今 後 この 影 響 が どの よ うに 表 れ て くるか 注 視 した い 。

2 ．い わき市にお ける初任者教 員の現 状

い わ き市 における「新 しい初 任者研 修」は、現在 、校 内研・校外研 共 にほぼ例年 通 りの スケ ジュー

ルで実施 され ている。で は、当事 者で あ る初任者 教貞 は、 どの ような状況 に置 かれ、現状 をどの

ように感 じて いるのか ？ 以下 では、今 年度 いわ き市 に着任 した初 任者教 員 3 名へ の 聞 き取 りを

もとに、初 任者教 員の置 かれてい る状況 の断片 を整理 してみ たい。

（ 1 ）初任者教 員 を対 象 と した聞 き取 り調査 の概要

い わ き市 は 、 震 災 混 乱 期 の 4 月 6 日 か ら新 学 期 をス ター トさ せ て い る が 、 約 2 カ月 が 経 過 し

落 ち 着 き を取 り戻 しつ つ あ る 6 ～ 7 月 に か け て 、初 任 者 教 員 3 名 か ら聞 き取 りを 行 っ た 。 イ ン

フ ォー マ ン トの概 要 は、 以 下 の とお りで あ る。

・6 月 6 日（月） A ／ト教諭 （男性 、新採 、3 年生担 任）

・ 6 月 17 日 （金） B ／ト教 諭 （女 性、新 採、2 年 生担任 ）

・ 7 月 2 日 （土） C 中教諭 （男性 、新採 、1 年生副担 任）
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主 な質 問項 目は、所 属校 （学年、教科 ）／前 歴 （新採か 、経 験者 か）／震 災当 日の様 子／震

災前の生 活状 況／ 現在 の校 務分 掌／ 4 月か ら今 までの 困難 感や 充実感／ 人的支援 について（校

内体制 、 困難 時 に力 にな って くれ る人、初 任研 指導 貞 の印象 ）／初 任研 の印象（校 内・ 校外 ）

や実施状況 ／研修 や支援 に関す る要望 、な どで あ る。平均 一時 間半前後 の聞 き取 りとなったが、

関係構 築 の観 点 か ら今 回はテー プ等 の録音 は行 わず 、 メモ等 で対応 した。

（ 2 ） 聞 き取 り調 査の結 果 と考察

サ ンプル数が少 ない ため 断定的 な考 察 は避 け ざる を得 ないが、 聞 き取 りか ら得 られた重複 回

答を中心 に、初任者教 員 の現状 を整理 してみた い。

①理想 と現 実の ギ ャップ

震災前 後の生 活状況 につ いて、3 名 は 4 月か らそれぞ れ一人暮 ら しを始め てい るが 、引 っ越

し時 期 の 3 月 下 旬 は 、 原 発 問 題 や ガ ソ リ ン問 題 、風 評 被 害 で い わ き市 が ゴ ー ス トタ ウ ン と化 し

た時期 で あ り、 その作業 は困難 を極 め た。特 に、C 教諭 は契約 してい たアパ ー トが 半壊 し、4

月か ら の 入 居 が 困 難 に な っ た た め 、4 月 中 は近 くの 旅 館 に素 泊 ま り しな が ら学 校 に 通 っ て お り、

何もか もが 「 よ くわ か らな い ま ま の ス タ ー ト」 で あ っ た 。

こ の よ う な状 況 の 中 で 共 通 に語 られ た こ と が 、「理 想 と現 実 の ギ ャ ッ プ 」 で あ っ た。 全 員 が

新採 とい う こ と もあ り、 4 月 1 日の 辞 令 交 付 式 か ら夢 の 教 員 生 活 が ス タ ー トし、 教 職 員 へ の 自

己紹介 や学級 び らき、 各教科 の授 業 イメー ジな どを明確 に持 ってい た。 しか し、現 実 には辞 令

交付式 は行 わ れず、原発 事故 の影響 によ りイメー ジ通 りの授業 が展 開で きる状況 になか った。

この よ う な経 験 は 誰 もが 経 験 で き る こ とで は な い が 、「誰 もが 経 験 す る こ と を経 験 した か っ た 」

「 も う一 度 落 ち着 い た 状 況 で 4 月 を迎 え た い 」 と の思 い を持 ち続 け て い る こ とが わ か った 。

②震災 に起 因す る特別 な困難 感

今 回の調査 で も、多 くの初任 者教員 が直面す る保護者対 応 や宿 題 の扱 い等 の難 しさに関す る

言及 はみ られた もの の、一 般 に指摘 され てい る 5 月 連休 明 けか ら 6 月 にか けて の精神 的な危

機「第一 ク ライシス期」（明 石・ 保坂 20 11）や生徒 指導・ 児童 理解・事 務作 業 を中心 とした 困

難感 が 積 極 的 に 語 ら れ る こ とは なか っ た 。 しか し なが ら、 平 時 に は生 起 す る こ とが 少 な い で あ

ろう児 童生徒 の心の被 災への対応 の難 しさや転 出入 に関 わる児 童生徒 の関係づ くりへ の配慮 な

ど、 深 刻 で は な い もの の 震 災 に 起 因 した 特 別 な 困 難 感 を抱 え て い る こ とが わ か っ た。

③同僚 との 良好 な関係

学校 種 は異 なる もの の、3 名 とも経験 豊富 な同僚 に恵 まれ、初任 者研 修や枚 務分掌等 へ の負

担は 感 じて い ない よ うで あ っ た 。 こ う し た環 境 の 構 築 に は 、 初 任 者 教 員 自 身 の 資 質 や 能 力 と と

もに、管理職 や主任教 諭、 同世代教員 の理解 や協力 が不可 欠で ある こ とは言 うまで もない。旅

館か ら通 ってい た C 教 諭 は、「4 月 中は先輩 教員 た ちの配慮 で 夕食 を共 にで き、 その 際 にいろ

い ろ（例 え ば 、新 任 時 の 失 敗 談 な ど）聞 くこ とが で きた 」と語 っ て い た が 、同 世 代 教 員 との フ ォー
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マ ル 、 イ ン フ ォー マ ル な関 わ りか ら得 られ る さ ま ざ ま な 情 報 は 、 自 らの 置 か れ て い る状 況 や 抱

え て い る 困難 感 を客観 視 す る た め に も重 要 で あ ろ う （和 井 田・ 亀 山 2 0 1 1）。

④ 宿泊研修 の中止

県 教委へ 委託 して きた宿 泊研 修 が 中止 に なった経 緯 は前 述の とお りであ るが 、A 教 諭 や C

教諭 は大学の教職サ ー クルの先 輩か ら宿 泊研修 の内容 や意義 につい て聞か されてい たため、今

回の 中止決定 に落胆 の様 子が見 て取 れた。放射 線量が低 減す ればい わ き市独 自で宿泊研 修 を実

施す ることは可能 であ るが、彼 らに とって は県 内他市 町村 の同期生 と広 く情 報交換 し、初任者

教 員 と して の 思 い や悩 み を共 有 で きる （だ ろ う） こ とに 意 味 が あ る の で あ り、 こ の喪 失 感 や 交

流頻度の低下が今後 の教 貞生活 に どの ような影 響 を及ぼす かにつ いて追跡す る必要 があ るだろ

う 。

千年 に一 度の大震災 か ら半年 、耐 え難い不安 や苦 しみの 中で初任 者教貞 た ちが必死 に もが く

姿が想 像 され たが 、A ～ C 教 諭か ら悩 みや苦 しみ に関す る言 及 は一切 なか った。懸命 な 日々

の 中で 語 れ な か っ た 、 語 らな か っ た と も考 え られ る が 、 そ の 表 情 や 口 ぶ りか ら は こ の 混 乱 期 を

確 実 に乗 り切 ろ う とす る前 向 き な姿 勢 が 感 じ られ 、 そ の 落 着 き は この 混 乱 期 を忘 れ させ る ほ ど

で あ っ た。

「（教 員 一 年 目 は ） こ ん な もの な の か な ？」 と い う発 言 も一 棟 に 聞 か れ た が 、 こ こ に は エ ネ ル

ギ ッシュな新採 としての 「未経験 の強み」 があ る一 方で 、学校教育 現場 にお いて 自らの状 況 を

客観視 する機会や材料 に恵 まれ ていない （か も しれ ない ） とい う「未経験 の弱 み」が潜在 して

い る と も考 え られ る 。 平 時 に は 問題 に な る こ とが 、 この 非 常 時 に は 問 題 に な っ て い ない 可 能 性

も考え られ るため 、管理職 や指導教 員へ の聞 き取 り調査 も行い なが ら、初 任者教 員 をめ ぐる状

況 を中長期的 な視 点で丁寧 に捉 えてい く必 要が ある だろ う。

3 ．石巻市における初任者研修の現状

（ 1 ）石巻市にお ける学校施設 等の被 害状況

＜ 表 1 ＞は、宮城 県教育委 員会 が発表 した東 日本 大震災 に伴 う公立学校 等の被 害状況 （調査継

続中） をまとめ た もので ある （宮城 県教育 委員会 20 11）。 宮城 県 にお け る公 立小 中高の全 体数 は

2 0 1 1 年度で 882 枚 であ り、今 回 の震 災 では 759 校 が施 設被害 を受 け た。 また、 石巻市 で は 7 1 校

中全 ての公 立学校が何 らかの施設被 害 を受 けて い る＜ 写真 3 ・ 4 ＞。 次に人 的被 害で あるが、宮

城県全域での死者は幼児・児童・生徒 320 人、教職員 19 人、行方不明者は幼児・児童・生徒 42

人、石巻市 にお ける死者 は幼児・児童・生徒 163 人 （宮 城県 の幼児・児 童・生徒 被害者 の約 半数 ）、

教職員 12 人 （宮城県 の教職員 の約 6 割 ） とな った。
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＜ 表 1 ＞ 東 日本大農災に伴 う公立学校等の被害状況 （調査継続中）

宮城県教育委貞会 「東 日本大震災 に伴 う公立学校等 の被害状況等 について （調査継続中）」 をもとに筆者作 成

＜ 写真 3 ＞ 津波 と火災で全壊 した門脇小学校 ＜ 写真 4 ＞ 津波の直接的被害を受 けた鳴瀬第二中学校

（3 階建の校舎 の 2 階 まで津波が押 し寄せ て きている様子）

＜ 表 2 ＞は、東 日本大 震災 に伴 う公立学校 等 の校種 別被 害状況 （調査継 続 中） につ いて詳細 に

まとめ た もので あ る （宮城 県教育 委員会 20 11）。校種 別 にみ る と宮城県 全域 の児童・ 生徒 にお け

る人的被害（死者・行方不明者数）は、幼稚園 9 名（死者 7 名、行方不明者 2 名）、小学校 186 名（死

者164 名・行方不明者 22 名）、中学校 75 名 （死者 67 名、行方不明者 8 名）、高等学校 87 名 （死

者77 名 、行 方不 明者 10 名）、特 別支援 学校 5 名 （死者 5 名 ） となってい る。 また、教 職員 にお

ける人的被 害 （死者・行 方不 明者数 ）は、幼稚 園 0 人 、小 学校 14 名 （死者 14 名 ）、中学校 3 名 （死

者3 名）、高等 学校 1 名 （死者 1 名 ）、特 別支援学校 1 名 （死者 1 名 ） となって いる。

＜ 表 2 ＞ 東 日本大乗災 に伴 う公立学校等の校種別被害状況 （調査継続中）

宮城県教育委員会 「東 日本大震災に伴 う公立学校等 の被害状況等 について （調査継続 中）」 をもとに筆者作成
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人的竜波音等

学校数 死者 不明 施設被害等

幼児 ・児童 ・

生徒
教職貞

幼児 ・児童 ・

生徒
教職員

宮城県 882 320 19 42 759

石巻市 7 1 163 12 19 7 1

種 別 幼稚園 小学校 中学枚 高等学校 特別支援学校 計

l日ゴ亡・　　 ′　 ん
死者 7 164 67 77 5 32 0

ノ］里 ・生徒等 不 明 2 22 8 10 0 4 2

死者 0 14 3 1 1 19

教職員 不明 0 0 0 0 0 0
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＜ 表 3 ＞は、東 日本大震 災 に伴 う公立学校 等の施設 被害額 （調査継 続中） につい て まとめた も

ので あ る （宮城 県教 育委貞会 20 11）。 県立学校 には、 2 か所 の教職 員宿舎 、市 町村 立学 校計 に は

4 4 か所 の給食 セ ンター及 び被害 額 を含 んでお り、施設被 害額 の総額 は現 時点 で 181，831，479（千 円）

が見 込 まれ て い る。

＜ 表 3 ＞ 東 日本 大農災 に伴 う公立学校等の施設被害額 （調査継続中）

宮城県教育委員会 「東 日本大震災 に伴 う公立学校等の被害状況等について （調査継続 中）」 をもとに筆者作成

（2 ）人事異 動 と兼 任発令

宮城 県 では震 災前 に予 定 され てい た人事 異動 が予 定通 り行 われ た。 教育 庁教 職 員課 総務 課

（20 11．3．26） の記 者発 表 資料 で は、「平 成 23 年東 北地 方太平 洋沖 地震 を踏 まえた教 職員 人事 異

動 につ いて」 と題 し、次 の ような発 表が記録 と して残 されてい る。教 職貞 人事 異動 の趣 旨 とし

ては、「今 回の震災 を受 け， 県内の公立 学校 の中 に も，大 きな被 害 を受 け た学校 が あ りますが ・

これ らの学校 の復 旧の ため に人 的体制 を強化す る必要が あ るこ と，震災 の中 にあって も学校 に

ぉいては児童生徒 が進級・ 進学 し，新年 度の教育 活動が始 まるこ とも踏 まえ，教 職員 の体制 も

そ れ に あ わ せ て 整 え る 必 要 が あ り ます 」 と し、「 この た め ， 宮 城 県 教 育 委 員 会 で は ， 4 月 1 日

付 けの教職員 人事異動 の発令 は行 う ことと して，そ の上 で下記 の通 り被 災地 の学校 に対 す る必

要 な配慮 を行い， これ らの取組 を通 じて， 当面 ，実質 的 に被災 地の学校 に手厚 い人 的体制 を確

保 する」 と述べ てい る。今 回の人事異 動 の特徴 として は、① 異動 総数 が 3，367 名 （201 1・3・26 現

在 ／昨 年度 3，8 17 名）、② 非正規 職 員の 減少 を図 る ため．事 務職 貞 を含 めた新 任者 を昨年度 の

約 1．5 倍 に当た る 434 名 （昨 年度 289 名） を採用 、③ 特 別支援 学校 では， 学級 増へ の対 応 と・

教育活動 の充実・活 性化 を図 るため，小 中学校 及び高等 学校 との交 流 を促 進 し，稔異 動数 328

名 （昨年 度 309 名） が異動、④全 国で も初 め て となる大学 数授 出身者 の公立 中学校長 （名取市

立み ど り台 中学校） への登用 が挙 げ られ る。

また、 これ に伴 って、被 災地の学校 に対す る人的支援 と して、①被 災地 の学 校職員 に係 る兼

務発令 、② 「緊急学校支援貞 」の配 置、③教 職員 の加 配 に関す る要望 を挙 げてい る。

①被 災地 の学 校職 員 に関 わる兼務 発令 では、「被 災地 の学校 にお いて は， 当面 の避 難所 運営・

児童生徒 の心 のケ アや学校 教育活動 の復 旧に向 けた取 組 を年 度の 区切 りにかか わ らず・ 継続 的
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学校 ・施設数 被害総額

県　 立　 学　 校 9 1 校 2 6，3 76，98 4 （千 円）

市　 町 村　 立 学 枚 6 68 校 5 1，2 58，9 56 （千 円）

社　 会　 教　 育　 施　 設 59 1 施設 28，4 9 5，5 3 9 （千円）

文 化 財　 施　 設 等 3 5 1 件 5，3 0 0，0 0 0 （千円）

国　 立　 学 校 施　 設 5 施設 6 9，0 0 0，00 0 （千円）

研　 究　 施　 設　 等 5 施設 1，40 0，00 0 （千 円）

合　　　 計 18 1，8 3 1，4 79 （千 円）
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に実施す る必要 があ るこ とか ら，被 災地 の学校 職員 が今 回の人事 異動 に より他の学校 に転任 す

る場 合 につ いて は，当面 ，異動元 の学校 職貞 と して兼務 を発 令 し，引 き続 き異動元の学校 にお

いて 上 記 の よ う な 業 務 に 当 た れ る よ う に し ます 。（兼 務 発 令 予 定 者 ：約 500 人 ） な お ， この 兼

務発令 について は，被災 地の各学校 の実情 に応 じ，当該学校 を設置す る市 町村 教育委員会 の判

断に 基 づ き． 必 要 な 期 間継 続 す る こ とが で き る もの と し， 期 間 につ い て は ，概 ね 夏 季 休 業 の 前

までの 間におい て，市 町村 教育委 員会 の意向 を十分 に踏 まえ て対応 す る予定 です」 としてい る。

②「緊急学 校支援 貞」 の配置で は、上述 した 「被災 地の学校 の実態 に鑑みて，被災地 を中心 に

今年度末 に退職 する学校職 員 な どを対 象 に「緊急学校 支援貞 」 と して任用 し，児童生徒 の心 の

ケアや学校 教育 活動 の復 旧 に向 けた取 組 を継 続 的にサ ポー トで きる態勢 を整備 （任用予定 者 ：

約60 人 ）」 す る こ と を うた っ て い る 。

③教職員 の加 配 に関す る要望 に は、「今 回の震 災 に よる被 害か ら学校教 育活動 を再 開す るに当

たって は，県全体 と して教 職員 の追 加的 な配 置が必 要で あ り，児 童生徒 に対す る きめ細 かなケ

アがで きる体制 を確 保す るな ど，被 災地域 の学校運営 に支障 が ない ように教職貞 を加配 す る特

例措 置 を講 ず る よ う国 に要 望 して い ます 」 と し た 。

これ に伴 って、 4 月 1 日に教員 の人事異動 は行 われた。宮城県の公立学校等の区分 を＜ 表 4 ＞

に、＜ 表 5 ＞には宮 城県東 部管 内にお ける教 員の異 動数 （宮 城県教育 委員会） をまとめた （東

部管内 とは、石巻市 、兼松 島市 、女 川町 の 3 区域 内 を指す）。／ト学校で の退 職者 は 25 名 、中学

校での退職 者 は 12 名 、小 学校 の転任者 は 120 名、 中学校 の転任 者 は 74 名、小学校 の新任 者 は

5 6 名、 中学校 の新 任者 は 43 名 にのぼ った。

＜ 表 4 ＞ 宮城県の公立学校等の区分

宮城県教育委員会 「教職員移動一覧」をもとに筆者作成
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宮城県の公立校の区分 け 市区町村 学校数

県　　 立　　 学　　 校 97

仙　　　 台　　　 市 2 01

大　 河　 原　 管　 内
白石市 ・角田市 ・蔵王 町 ・七 ヶ宿 町 ・大川原町 ・

村田町 ・柴 田町 ・川崎町 ・丸森町
103

仙　　 台　　 管　　 内

塩竃市 ・名取市 ・亘理町 ・山元町 ・岩沼市 ・松 島

町 ・多賀城市 ・七ヶ浜町 ・利府町 ・大和町 ・大郷町 ・

苫屋 町 ・大衡村

120

北　　 部　　 管　　 内 大崎市 ・加美町 ・色麻町 ・涌谷 町 ・美里町 109

栗　　 原　　 管　　 内 栗原市 64

東　　 部　　 管　　 内 石巻市 ・兼松島市 ・女川町 92

登　　 米　　 管　　 内 登米市 48

南　 三　 陸　 管　 内 気仙沼市 ・南三陸町 4 8
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＜ 表 5 ＞ 宮城県東部管内 にお ける教具の移動数

宮城県教育委員会 「教職員移動一覧」 をもとに筆者作成

この宮 城県教 育委員 会の発 表 に対 して は、 さまざ まな ところで物議 が醸 され た。地元新 聞で

ある河北 新報社 は、「学校 で何 が （10）4 月 1 日、異動断行 （宮城 ）（河 北新報 ）」＜ 巻 末資料 3

＞と題 し、震 災直後 の教員 の異動 強行 と教 師が向 き合 ってい る現実 につ いて綴 ってい る。

宮 城県教 育委 貞会 で は、「学 校 の復 旧のた め に人的体制 を強化 す る必要 が ある こ と，震 災の

中にあ って も学 校 におい ては児童生徒 が進級・ 進学 し，新年 度の教 育活動 が始 ま るこ とも踏 ま

え，教職員 の体制 もそ れ にあ わせて整 え る必要 があ る」 と して教 職貞 人事異動 の発令 を行 った。

実質的 に被 災地の学校 に手厚 い 人的体制 を確 保す る と した兼務発令 で あったが 、実際 の ところ

「 兼 務 」 で き る状 況 に は な く、 機 能 す る ま で に は至 ら な か っ た 。 ま た 、 管 理 職 に 関 し て は 、 兼

務発令 がな され なか った。

Q 中 学 校 に 通 う 3 年 生 男 子 の 保 護 者 は 、 当 時 の こ と を 次 の よ う に語 っ た 。「 こ の よ うな 状 況

下で 3 月末 に終業 式が行 われ たが、 出席 してい いの は体 育館 に避難 してい る生徒 のみで 自宅 避

難の生徒 は （場 所が ないため） 来 るな と言 われ」、 また、「新学期 に学校 へ行 って みる と、担 任

の先生 も部活 の顧問 の先生 もほかの学校 に行 って しまい、直接 、別 れの挨拶 もで きなか った よ

うだ 。 子 ど もた ち は震 災 で 肉体 的 ・ 精 神 的 な被 害 を受 け た上 に 、 こ の よ うな 場 面 で も大 きな 痛

みを味 わ っ て い る （筆 者 イ ン タ ビ ュ ー 結 果 よ り）」 とい う よ う に 、 震 災 の 被 害 は 形 を か え て 二

次的 な影響 を及 ぼ し始め ている。

（3 ）石 巻市 にお ける初 任者研修 の概要 とその 実際

宮城 県教育 委員 会 にお ける初 任者 研修 につ いて 、平 成 23 年 度初任 者研 修 〈高等 学校 〉 を参

考に一部抜 粋 した ものが＜ 巻末 資料 4 ＞であ る。
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退職 転任 新任

小学校 （校長） 10 12 12

小学校 （教頭） 3 13 7

小学校 （教諭） 11 9 1 30

小学校 （養護教諭） 1 4 6

小学校 （栄養教諭） 1

中学校 （校 長） 7 5 6

中学校 （教頭） 1 7 6

中学校 （主幹教諭） 1

中学校 （教諭） 3 57 28

中学校 （養護教諭） 1 5 2

計 3 7 名 194 名 99 名
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石巻市 で は 20 1 1 年 3 月 3 1 日付 で 4 月 1 日か ら勤務 す る予定 の学校 か ら文書 が届 き、初 任者

教員の勤務 が始 まった。従来通 りで あれ ば、新 学期 ス ター トと同時 に上 述 した初 任者研修 計画

書に乗 っ取 って新任 者 の勤 務が 始 まる ところで ある。 しか し、今年 は震 災 に見 舞 われ、3 月 末

時点 に お い て は ま だ ま だ 現 地 は 非 常 事 態 の 状 況 にあ っ た と い え よ う。特 に学 校 は 避 難 所 とな り、

身内や 私財 を亡 くし、けが を した多 くの避難 者が学校 の教室 や体 育館 に詰め かけ、 日一 日を過

ごすの が精一杯 の状況 だ った。

東松 島市 立浜市 小学 校 の渡 辺孝 之教 諭 は、震 災 当時 の こ とを次 の ように述べ て い る （渡辺

孝之 20 1 1）。「寒 さに耐 えなが ら、私 は一晩 め負傷 者 を運 ん だ担 架 に横 に なって眠 りに落 ちた。

二時過 ぎ、騒然 と した物 音 で 目が覚 めた。救援 物資 と して毛布 が届 いたの だ。 しか しその 数は

わず か 200 枚 。避難民 は 500 名 はいた。私が気 づ いた と きには早 い者勝 ちで 毛布 が分 け られて

しま い 、 毛 布 を 手 に した 人 と しな い 人 が 静 い を お こ しそ う に な っ て い た 。『先 生 、 ど う し て私

たち にはな いのです か ？』 と詰 め寄 る住民 もいた。（中略 ）翌朝 、主 だ った住 民・ 保護者 に声

をかけ、避難所 運営組織 をつ くるこ とを呼 びか けた。集 まった人 々に 『私 も浜市小 か ら避難 し

てきた 避 難 民 で す 。私 の 仕 事 は 子 ど もた ちの 世 話 です 。避 難 所 で で き る こ と は 限 りが あ り ます 。

みん な で で きる こ と を力 を 出 し合 っ て や る しか あ り ませ ん。そ の た め の お 手 伝 い を 私 も し ます 』

と大声 で呼 びか けた。 同意 した避難 民で部屋 ご との代 表 を決 め、2 階 3 階の総括 者 を選 び、 自

治組織 をつ くっ た」 と当時 の状 況が いか に混 沌 とした ものであ ったかが伺 える。

こ の よ う な教 師 の 取 り組 み は 、 避 難 所 とな っ た各 学 校 で展 開 さ れ る こ と と な っ た 。 避 難 して

きた人た ちの生 活 の保護、自治組織 の形成 と運営 、救助 活動 な ど、命 を守 り、つ な ぐ活動 は脈 々

と続 け られ た。 それは新任 の教員 も例外 では な く、着任 したその 日か ら「物 資の運搬 」 や 「門

番」等 の治安 に関す る援助 活動 、地域住民 （避難 され て きた避難者 の方 々）の方 々 との地 域再

生・学 校再生 に向 けた取 り組 みが行 われ てい る。

その 一方 で、学 校 の再 開 に向 け ては、「石 巻市 が 2 1 日の小 中学 校再 開 を前 に住民 に避難 所

からの移 転 を急 遽 要求 、拙速 な方針 に住 民 が猛 反発 （東 洋経 済 ホー ムペ ー ジ 社 会・ 政 治欄 ，

2 0 11．4．17）」の記事 に代 表 され るよ うに、「学校 」 と「避難所 」の共存 が課題 と して取 り上 げ ら

れてい る。石巻 市 は 4 月 15 日夕 方、津波 被害 が大 きか った地域 の小 学校 で被災 者 に、「『避難

所か ら異動 して ほ しい』 と急遽通告 。 これ に対 して、被 災者の 聞か ら 『何 の準備 も周 知 もな い

ま ま、 遠 くに異 動 しろ とい う の は納 得 で き な い』『が れ き も片 付 い て い な い 中 を 、 子 ど もた ち

を通 学 させ て 大 丈 夫 な の か』 と い う猛 反 発 が 立 ち 上 が っ た 」 と い う よ う に 、 日々 、 復 興 ・ 再 生

に向けた課題 が湧 き上が る状 況 にあ る。

この ような状況 を前 提 と して、 2 0 11 年 8 月 1 日に石巻 市教 育委 員会へ ご協 力 い た だ き、初

任者研 修 に 関す る質問 を行 った。石 巻市教 育委 員会 に よる と、「現在 、石 巻市 内で は 7 名 の指

導主事が石 巻管 轄 内の学校 を手分 け して回 り、状況 の把握 につ とめ てい る。非常 事態 の ため、

全体 の 状 況 を把 捉 す る に は 至 っ て お ら ず 、 今 後 の 課 題 とす る と こ ろ で あ る 」 との こ とで あ り、

状況把 握の 困難 さ と苦労が うか がえ た。

現 在 、学外 研修 は当初 の予 定 よ り回数 を減 ら して行 われて い る もの の （初 任者 へ の イ ン タ

ビュー結 果 よ り）、学 内研修 の実 態 につ いての確 認 には至 らなか った。 また、学外研 修 の内容
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につい ては、今 回の震災 に関わ る内容 で はな く、通常通 り予定 されて いた内容 を取 り扱 って い

る 。

4 ．石巻市にお ける初任 者教員の現状

前 述の とお り、教 育委員会 にお いて もその状況 を把 握す る ことが 困難 な状況 にあ る中で、 緊急

的な状況 に対 して当事 者 であ る初任 者教員 は 「 どの ような状 況 に置 かれ、現状 をどの ように感 じ

てい る」 の で あ ろ うか ？ 以 下 の概 要 に 沿 っ て、 聞 き取 り調 査 を行 っ た0

（ 1 ）初任者 教員 を対 象 と した聞 き取 り調 査の概要

7 月 ～ 10 月 にかけて 3 名 の初 任 者教員 か ら聞 き取 りを行 った。調査 の概 要 は、次 の とお り

で あ る。

・ 7 月 31 日 （日） F 中教諭 （男性 、経験者 、1 年生担任 ）

・ 8 月 1 日 （月） D 小教諭 （女性 、経験 者、1 年生担任 ）

・ 10 月 2 日 （日） E 高教諭 （女性 、新採 、1 年生担任 ）

主な質問項 目は、所 属校 （学年 、教 科） ／前歴 （新採か 、経 験者 か）／震 災当 日の様 子／ 震

災前 の生活状 況／着任 にあた って／震災発 生後 の ようす／現在 の校務 分掌／ 3 月か ら今 までの

困難感や 充実感／ 人 的支援 につい て（校 内体 制、 困難時 に力 になって くれ る人、初任研 指導 員

の印象 ）／初任 研 の印象（校 内・ 校 外 ）や実施状 況 ／研修 や支 援 に関す る要 望 な どであ る0 4

月か らともに復興 活動 を行 い なが ら活動 して きた経緯 もあ り、調査 対象者 に は本研 究の趣 旨を

ご理 解い だ き、調 査 にご協 力 頂 くことに なった。調査 記録 は IC レコー ダー での録音 と一部写

真撮 影の許可 をい ただいた。調査 時 間 は、平均 一時 間半前後 とな った0

（ 2 ） 聞 き取 り調 査の結 果 と考察

サ ンプル数が少 ない ため断定的 な考察 は避 けざる を得 ないが、 聞 き取 りか ら得 られ た重複 回

答 を中心 に、初任 者教員 の現 状 を整理 してみ たい。

① 着任 にあた って

F 教 諭 は宮 城県 内の 出身者（内陸部 ）であ り、前 任校 も内陸部 に位置 してい た。「採 用が決 ま り、

震災が起 きる まで は住 環境 の確 保 な ど新 しい生活 にむけて準備 を始 めてい たが、震 災で家族 と

の連絡 が取 れない、今 まで教 えて い る学校・生徒 と連絡 が取 れ ない とい うところか ら始 まって、

ラ イ フ ラ イ ンの 断 裂 な ど厳 しい 生 活 を余 儀 な くさ れ た 。 ま た 、 未 だ新 居 を 見 つ け る に は至 って

お らず 、 現 在 （イ ン タ ビ ュ ー 時 ） で も内 陸 部 に あ る 実 家 か ら （ 1 時 間 程 度 ） 通 勤 して い る 0 し

か し、 自分 は 家 族 と も連 絡 が 取 れ 、 直 接 的 な被 害 を受 け て い な い の で こ れ く らい の こ とは 大 丈

夫」で ある と着任 す る までの状 況 を語 って くれた。
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D 教諭 は 出身が宮 城県気 仙沼 市 であ り、震災 直後 か ら家族 と連絡 が取 れな くなった。「当時

は同僚の先 生方 も被 災 され大変 な状 況 にあ ったが 、み んな心 配 して くれた」 と話す。家 族 と連

絡が つ い た 後 も「 実 家 に帰 りた い気 持 ち は あ る もの の 、 周 りの 先 生 方 は ご 自宅 が 流 され る な ど

の直接 的な被害 にあ われてい るので、 自分 ばか り弱音 を吐いてい る場合 では ない」 と話 して く

れた。

E 教 諭 は他 県出 身者 （東北 地方）であ り、今 回の採 用 にあた って宮城 県石 巻市へ の移 住 とな っ

た。 こ の よ うな状 況 に な く と も、新 しい 環 境 へ の 変 化 に は ス ト レス が 加 わ る とこ ろ だ が 、 この

震災 で は「赴任先 の状況 が分 か らない」「新 しい環 境へ 適応 で きるか 」「職場 への適 応」「授 業

や子 ど もた ちへ の対 応 」「自分 自 身 の 問 題 」 等 さ ま ざ ま な不 安 を感 じた とい う。

以上 の ように、当然 であ るが初任 者教 員の生活 環境 は十分 といえる もので はな く、そ れぞれ

の背 景 に応 じた不 安 を抱 え なが らの ス ター トとな っ た。

②震災発生後の様子

震 災 か ら一 週 間 後 の 3 月 18 日 に県 よ り辞 令 が 発 令 され た 。 当 時 、 ラ イ フ ラ イ ン は 一 部 で 復

旧が 始 ま り、 ケ イ タ イ や イ ン タ ー ネ ッ トな どが 少 しず つ 活 用 で きる よ う に な っ た 。 しか し、 道

は寸断 され、 ガ ソリン もな く、 食料 も十分 に手に入 らない状況 であ った。学校 は非常事 態 その

もの で、 F 教諭 は当 時の ことを 「学校 全体 が そ うい う雰 囲気 だった」 と述べ てい る。「物 資 の

運搬 を教 員全員 が行 い」（D 教諭 ）、「週 に 1・2 回の宿直 が入 った。前 日の 07 ：00 に学校 に入 っ

て一泊 し、翌 17 ：0 0 まで勤務 し」（F 教 諭）、当時 は新学期 の準 備 をす る どころでは なか っ た。

それで も、「自分 が行 った と きは、避 難所 の環境 整備 は整 ってい た。 震災 当時 は レベ ルの違 う

大変 さ だ っ た。 そ れ ま で の 先 生 方 が 一 番 大 変 な と こ ろ を 担 っ た と思 う」と F 教 諭 は 語 っ て い る 。

また、学校 が避難所 と しての役割 を維持 しなが ら学校再 開・新学 期ス ター トを した際 に も、「避

難所 の 方 々 とは挨 拶 を した り、日常 会 話 を す る。 子 ど もた ち も避 難 者 も現 状 を受 け 入 れ て い る 。

現在 は校 舎 には避難者 はい ない。避 難所 本部 は鳥取 、沖縄 、石巻市 職員が入 ってい る。 4 月い っ

ぱいまで学校 も本部 の機 能 を もっていたが 、現在、学校 は場所 を提供 してい るだけ。物理 的 に

無理 な の で 」 と、 学 校 の 新 学 期 ス タ ー トと と も に、 役 割 を分 担 し なが ら学 校 再 開 に む け た 取 り

組み が な さ れ て い る 。 各 教 諭 は 当時 の こ と を「初 任 の うれ しい 気 持 ち と プ レ ッ シ ャ ー が あ っ た 」

と複 雑 な胸 の 内 を明 か した 。 ま た 、「 み ん な 、 人 の こ と ま で や る 余 裕 が な か っ た は ず だ が 、 先

生方 は 自分 の こ と は さて お き、 生 徒 や 避 難 者 の た め に活 動 を した 」 や 「4．2 2 か ら学 校 が ス タ ー

トした が 、 そ れ まで 何 も しな い よ り も、 避 難 所 支 援 活 動 を 通 じて 職 場 ・ 教 職 貞 の協 力 体 制 を つ

くる こ とが で き た」 と この 状 況 下 に あ っ て 身 近 な 同 僚 の 先 生 を見 つ め な が ら 「教 師 」 とい う生

き方 を感 じ取 っ て い る 。 自分 た ち に 求 め られ る役 割 は何 か を見 つ け 、同僚 性 に支 え られ なが ら、

求め られ る救 助活動 と学校 再生 に取 り組 んでい る様 子が 明 らか となった。

③震災 に起 因す る特 別 な困難感

震災 発生 か ら学校 の教 職員 が先頭 に立 ち、学 校 は地域 のセ ンター （命 を支 え、生 活 を支 え、

地域 を支 え る場） と して、命 を守 る場所 と しての役割 を果た してい る。特 に震災発生 後 か ら学

－ 69 一



大橋保明・亀山有希 ‥東 日本大震災被災地における初任者教貞 （第一報）一－ いわ き市 と石巻市 の事例か ら一

校 が再 開す るまでは、人命救 助、物 資の運搬 、門番 、自治組織 の形成 な ど、教 職員 が中心 とな っ

て活動 を展開 した。 これ は初任 者教貞 も同様 であ る。 当時の こ とを 2 人 の教 諭 は率 直 に「非常

事 態で 、新学期の準備 をす る どころではなか った」 と語 った。

ま た 、 避 難 所 で の 自身 の 取 り組 み に つ い て は 「被 災 され た 方 と一 緒 に生 活 して い る 感 覚 を も

た な い とい け ない 」、「被 災 さ れ た 方 の こ と を わ か ろ う と し な い と一 緒 に働 け ない 」、「避 難 所 に

避 難 して か ら亡 くな る 方 もお り、み ん な ぎ り ぎ りの と こ ろ で 現 実 と向 き合 っ て い る （命 、生 活 、

仕事 、学校、 人間関係 、心 の問題 ‥ ・ ）」、「被 災 地 に赴 任 して、教 師以前 に地域 の生 活者 と

して そ こ に根 ざ さ な け れ ば い け な い 」 と この 震 災 を通 して 、 教 師 と して の在 り方 に つ い て も葛

藤す る姿、探 究す る姿 が 見受 け られ た。震 災 に起 因す る特 別 な困 難感 と して、F 教 諭 は、「学

校 は、従来 か ら内陸部 にあ る学校 にこの震災で大 きなダメー ジを受けた学校 が間借 りし、体 育

館 は 避 難 所 と な っ て お り、 グ ラ ン ドに は 仮 設 の 学 校 が 建 ち 始 め て い る。 また 、 公 園 や 体 育 ・ ス

ポーツ施設 は仮設住 宅 にあて るため埋 め立てが始 まってい る。子 どもた ちが体 を動 かす場所 や

機 会が 極 端 に少 な くな っ て きて い る。 これ と 同 時 に 「体 育 の 授 業 を ど う保 障 す る か 」 と い っ た

課 題 が あ る 」 と指 摘 した。 また 、 両 校 と も校 長 が 異 動 し、 新 しい組 織 作 りの 困 難 さ につ い て も

身 を もっ て 感 じて い る様 子 が 聞 き取 り を通 じて確 認 す る こ とが で きた 。

④ 人事異 動 と兼務発 令 につ いて

人事異 動で は校 長が代 わ った学校 や教 員の異動 が多 くあ った学校 もあ り、多 くの学校 で組織

を一新 せ ざる を得 ない状 況が生 まれた 。初 任者 教貞 か らは、「初 任 だ ったので、 人事 異動 や兼

務 発令 に対 す るジ レンマは なか った」（D 教 諭）、「先生 方は新勤 務先 に異 動 して活動 を始 めて

い る様 子 だった。多少の引 き継 ぎは あった と思 う」（E 教諭 ） との声 が聞 かれた。

この人事 異 動や 兼務 発 令 は初任 者 教員 に は ど う映 っ たの で あろ うか ？ 「学校 で の先 生 と

生 徒 との つ なが りが 異 動 に よ っ て 切 られ て し ま うの は 、 一 緒 に い て つ らか っ た 」（F 教 諭 ） や

「 シ ョ ッ ク は あ っ た もの の 、 子 ど も た ち は （そ の 事 実 を ） 受 け 止 め て が ん ば っ て い た と思 う」、

ま た 「子 ど もた ち はみ な 、 ひ た む き に が ん ば っ て い る 」（E 教 諭 ） とい っ た よ う に初 任 者 教 員

の視点 は児童・ 生徒 に向け られ てお り、教 師 と児 童・ 生徒 の関係性 につ いて （望 んだ状況 で は

な い もの の ） も学 ぶ 機 会 を 得 て い る 。

⑤学外研 修 の位 置づ け と同僚 との良好 な関係

学外 研修 につい て、 F 教 諭 は次の ように語 ってい る。「初 任 の仲 間 はこれか ら もず っ と続 い

て い く。 この 人 も大 変 な ん だ、 自分 もが ん ば らな き ゃ とい う思 い に な り、 大 きな 支 え に な っ て

い る 」。 ま た 、D 教 諭 は 、「今 の 学 校 に 初 任 は 私 だ け な の で 、同 じ 目線 で もの を考 え られ る、思 っ

た ことを言 える場所で す」 と述べ た。 また、勤務校 において も経 験豊か な同僚 に囲 まれ、精神

的負 担 は軽 減 されて いる様子が うかが えた。震 災の影響 もあ り、学校 でのバ ック ア ップ体制が

築か れ て い る こ とが 見 受 け られ る。 今 回 は 初 任 の 先 生 を 中 心 に 聞 き取 り を行 っ た が 、 これ と 同

様に経 験 豊 か な教 諭 に対 し て も、また 、管 理 職 に対 して も聞 き取 り をす る必 要 性 を 強 く感 じた 。
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5 ．東 日本大震 災被 災地 にお ける課題 と展望

震 災 か ら 8 カ 月 が 経 過 し、 時 間 の経 過 と と も に被 災 地 も 「 目に見 え る変 化 」「目 に見 え に くい

変化」が 出始 め、その 落差 も大 き くな りつつ ある。被害 の甚大 さか ら復興 には膨大 な時 間を要す

る こ とは 明 白 で あ り、 震 災 を取 り巻 く問題 を傭 際 して 捉 え て い く力 が これ か ら ます ます 重 要 に な

るだ ろ う。仮設住 宅 にみ られ る住 民 自治 の問題 、 まちづ くりや経済再生 を見据 えた復 興基本 計画

の在 り方 、復興計 画 に伴 う水 産特 区や復興 増税 の問題、原 発再 開や廃炉 をめ ぐる問題 、経 済的基

盤の再生 、社 会 的対 立 の問題、生 活基 盤 の喪失 、学 校再 開の問題や仮設学校 での「借 りる／ 貸 し

てい る」 とい った構 造 か ら生 じ始 めて いる問題 、被 災校 の状 況 を逆手 に とった統廃合 の問題 、公

園・ ス ポーツ施設 の激減 に よる運動機 会 の減少 問題 、心 的ス トレスの発症 ‥ ・等 、理論 的かつ

実践 的 な課題 は山積 している。

いわ き市 で は、今 回の震 災 ならびに これ に伴 う原 発事故 が、皮肉 に も本市 における初任者研 修

に 改 革 の 転 機 を もた らす こ と と な っ た。 平 成 25 年 度 以 降 の 見 通 しは全 く立 た な い もの の 4）、 中

核市 にお ける地域 に根 ざ した少人数研 修が果 たす役 割 は今後 ます ます重要 になって くる と思 わ れ

る。いわ き市教 委 はすで に管 理職研修 を含 めた教職員 研修 の体 系化 に着手 しているが、 フ ォーマ

ルな研修 改 革 と と もに、広 大 な面積 を有 す る本 市 にお いて は、IC T 活 用 に よる若手 教貞 の ネ ッ

トワー ク化や 自主研修 会の計 画・ 実施 な ど、市 全域 を視 野 に入 れ、教貞相互 の関係 の 中で初 任者

教員 が成長 で きる仕組 みづ く りを積極 的 に検討 してい く必要が ある だろ う。 この混乱期の経 験や

初任者研 修の量 的緩和 が、初任 者教員 の資質・能力 形成 に どの よ うな影響 を及ぼすか につい ては 、

今後 の重要 な調査 研究 課題 である と考 えて いる。

石 巻 市 で は 、 初 任 者 教 員 へ の 聞 き取 り調 査 か ら も明 らか に な っ た よ うに 、「初 任 」 とい う以 前

に「 こ の 震 災 の 問 題 に ど う向 き合 うか 」 とい っ た 課 題 は 、 今 後 も時 間 的 な経 過 と と も に どん ど ん

変化 してい くと考 えられる。 また、教育委 員会へ の 聞 き取 り調査 では、学校 の実態 や教員 の実態

につい て把 握す る まで には至 ってい ないが 、 7 名 の指導 主事が石巻 管轄 内の学校 を手分 け し状況

把握 につ とめ て い る こ とが 明 ら か とな っ た 。 初 任 者 教 貞 に 限 らず 今 回 の 震 災 で は教 員 自 身 も ま た

被災 者 であ り、不安 や悩み を打 ち明け られない 問題 やス トレス を抱 えてい る者 は数多 く想 定 され

る。学枚 の問題 と して は、 間借 りしてい る学校 の就 学状 況、運動空 間の確 保、心 のケ ア （甚大 な

被害 を受 けた学校 の子 ど もた ちはい まだ テ ンシ ョンが 高い ）、仮 設学校 の設置運 営、学 習 チ ュー

ターの必要性 な ど さまざまな課題が挙 げ られる。 この よ うな状況下 での教職員 の役 割や非 常時 の

初任者研 修 の在 り方 につい て も包括 的 に捉 え、今後検 討 してい く必要 があ る と考 えてい る。

＜ 付記＞

震 災 に よ り甚 大 な被 害 を受 け 、多 様 な制 約 が あ る に も関 わ らず 、 関係 語 機 関 や 学 校 の 先生 方 に は 多大 な ご協 力

を頂 いた 。 この場 を借 りて 、 深 謝 申 し上 げた い 。

本研究 は、平成 22 ～ 24 年度科学研究費補助金 （基盤研 究 C 課題番号 22530885 ：研 究代表 和井 田節子）に よ

る研 究 成 果 の 一部 と して 公 表 す る もの で あ る 。

－71－



大橋 保 明・ 亀 山有 希 ：東 日本大震 災被 災地 におけ る初 任者 教貞 （第一報 ）－ い わ き市 と石 巻 市 の事 例 か ら －

＜ 注＞

1 ）い わ き市 内 の小 中学 校 は 、混 乱 期 の 4 月 6 日 （水 ） に新 学期 を ス タ ー トさせ たが 、 4 月 11 日の 余 震 の 影響 に よ

り 4 月 12 日 （火 ） ～ 15 日 （金 ） まで 4 日間休 校 措 置 が取 られた 。

2 ）参考 ：福 島県初任者研修受講者数 平成 20 年度小学校 38 （男 15 女 23）中学枚 37 （男 22 女 15）高校 86 （男

53 女 33 ）、平成 2 1 年度小 学校 80 （男 21 女 59 ）中学枚 39 （男 18 女 2 1） 高校 100 （男 64 女 36）、平成 22 年度

小学校 56 （男 17 女 39） 中学校 3 1 （男 18 女 13）高校 85 （男 60 女 25）

3 ）参考 ：平成 23 年慶福 島県 校内研 300 時間／校外研 22 日、平成 23 年度秋 田県 校 内研 300 時間／校外研 17

日

4 ）平成 23 年慶福 島県 は小 申合 わせ て 13 1 名 を採用 したが、今年度 は小 中教員採用試験 （平成 24 年度採 用） を

実 施 してい な い た め、 平 成 24 年 度 はい わ き市 を含 む福 島県 全体 で初 任 者 研修 が行 われ ない こ とに なる 。

＜ 参考文献＞

・ 明石 要 一 ・ 保坂 亨 編 『初 任者 教 員 の 悩 み に 答 え る 一先 輩 教 貞 か らの 47 の ア ドバ イスj 教 育 評 論 社 、20 11 年

・石巻日日新聞 『 6 枚の壁新 聞・東 日本大震災後 7 日間の記録』角川 SSC 新書、20 11 年

・河北新報社 編 『河北新報特別縮刷版 3．11 東 日本大震災 1 か月の記録j 2011 年

・ 菅野 仁 『ジ ンメ ル・ つ な が りの 哲 学J N H K ブ ック ス、 200 9 年

・「東 日本大震災学枚保健」大修館書店 『体 育科教育J （8 月号）2011 年 8 月

・・み や ぎ教 育 文化 研 究 セ ン ター／ 日本 臨 床 教 育 学 会 震災 調 査 チ ーム 『3．11 あ の 日の こ と、 あ の 日か らの こ とJ か

もが わ 出 版 、2011 年

・ 宮 地 尚 子 『環 状 烏 ＝ トラ ウマ の 地 政学 J みす ず 書 房 、20 11 年

・和井田節子・亀 山有希 「初任者教貞の適応お よび初任者研修 に関する研究」『名古屋女子大学稔合科 学研剰 （第

5 号）、2011 年 5 月

・渡辺孝之「宮城 からの報告（2 ）大津 波直撃 の学校 で私たちはどう行動 したか」教育科学研究会編『月刊教割 （2011

年 9 月号）国土社

＜ 参考資料 ＞

・いわき市教 育委員会 『平成 22 年度い わき市教職員研修計画 （改訂版）』

・いわき市教 育委員会 『平 成 22 年度研修の手引 き』

・いわき市総合教育セ ンター 『平成 2 2 年度初任者研修指導資料j

・ いわき市教育委員会 『平成 23 年度いわ き市教職貞研修計画j

・ いわき市教育委員会 『平成 23 年度研 修の手引 き』

・いわき市総合教育セ ンター 『平成 23 年度初任者研修指導資料 j

・河北新報社 「学枚で何が （10）4 月 1 日、異動断行 （宮城 ）」（新聞記事） 2011 年 4 月 1 日

・ 産経 新 聞 「渡波 小 学 校 復 興 日記 待 望 の仮 設 校 舎 完 成 「プ ー ル もグ ラ ン ドも友 達 と一 緒 が 一 番 楽 しい」」（新 聞

記事 ） 20 1 1 年 8 月 29 日

・全国養護教諭サー クル協議会・機 関紙編集委貞会 「保健室」（記事 ）2011 年 8 月 1 日

・東 洋経済 「社会・政治欄 「石巻市が 21 日の小中学校再 開を前 に住民に避難所 からの移転 を急遽要求、拙速 な方

針 に住民が猛反発」」（記事）20 11 年 4 月 17 日

・徳水博志 「みや ぎ教育のつ どいプレ企画 どうす る被災校教育の課題 と学校統廃合について考 える」（配布資料）

2 0 1 1 年 10 月

・文蛮春秋 「つなみ 被災地の こども 80 人の作 文集」（2011 年 8 月臨時増刊 号）

・宮城県教育委員会 「平成 23 年度初任研修実施 計画 （1 年 日・ 2 年 目）＜ 高等学校 ＞」平成 23 年 3 月

・宮城県教育庁教職員課「平成 23 年度東北地方太平洋沖地震 を踏まえた教職員人事異動 について」（記者発表資料 ）

2 0 1 1 年 3 月 2 6 日

・ 宮城県教育委員会 「教職員異動一覧」平 成 23 年 3 月 3 1 日
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・ 宮城県教育庁教育課 「公立学校 「緊急学校支援貞」の募集について」20 11 年 4 月 18 日

・ 宮城県教育委員会 「東 日本大震災 に伴 う公立学校等の被 割 犬況等 について （調査継続 中）」2011 年 11 月 11 日

・ 民 主 教 育 をす すめ る宮 城 の会 「仮 設 校舎 建 設始 ま る」（記事 ）2011 年 7 月 9 日

（お お は し やす あ き／ コ ミュ ニ テ ィ教 育 学・ かめ や ま ゆ う き／ スポ ー ツ社 会 学 ）
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大 橋 保 明・ 亀 山有 希 ：東 日本 大震災 被 災地 にお ける初任 者教 員 （第一 報）－ い わ き市 と石巻 市 の事 例 か ら －

＜ 巻末資料 1 ＞ 東 日本大震災に伴 ういわき市立小 中学校の施設被害状況

平成 23 年 6 月 30 日現在

平成 23 年 11 月 1 日現 在

いわき市教育委員会総務課 「東 日本大震災に伴 う施設被害状 況一覧 （教育委員会所管施設）」 をもとに筆者作成

＜ 巻末資料 2 ＞
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施設区分
被害内容 施設 開設状 況 備考

収 概要 欣喜箇所及び金額） 被害が大きい主なもの 閉所中 今後の見込み （予算 対応状 況）

小学校

公立小学校 77校

○ うち被害校数
69 校

○被害額 （概 算）
1．137，525 千 円

○津波 によ り損壊
（1校） 永崎小

○地震 による損壊
（10校 ）
四倉小、大浦小 、久之

浜一小、桶売小、綴小 、
好間一小、好 間二小 、小
名浜一小、植 田小、錦東
小

○津 波による校舎等損壊
（2校）
皇間小 、永崎小

○ 原発による学校 閉鎖
（2枚）
久之浜一小 、久 之浜二

小

いずれの学校 も自校での
授業再開時期は未定

豊間小は高久小、久之浜

一小は中央台北小、久之
浜二小は郷 ケ丘小、永崎
小は江名′トを借用 してそ
れぞれ授業 を実施

中学校

公立中学校 44 校

○ うち被害枚 数 42
校
○被害額 （概算 ）

1．519 ，553 千 円

○津波に より損壊
（2 校 ）
豊間中、四倉中

○地震に よる損壊 （6校 ）
中央台北中、永井中、小
名浜一中、泉中、楠 田中、
田人中

○津波 による校舎等損壊
（2校）
豊 間中、四食 中

○ 地震 による屋 内運動場
全壊 及び周辺地域 の地
割 れ （断層のずれ）（1
校）
田人中

（⊃原発 による学校 閉鎖
（1校）
久之浜 中

○ 四食 中 3 年生は 2 学期
よ り再開

○ その他の学枚 は自校 で
の授 業再開時期 は未定

豊間中は藤間中、四食中
は四倉小 （1．2 年生）及び
四倉高 （3年生）、久之 浜
中は中央台北中、田人中
は田人一小を借用 してそ
れぞれ授業を実施

施 設 区分
被 害 内 容 施 設 開 設 状 況 備 考

丘又 株安 （被害箇所及び金宙） 被害が大 きい主な もの 閉所 中 今 後 の 見 込 み （予 算 対 応 状 況 ）

小 学 校

公立 小 学 校 77 枚

○ う ち被 害 校 数

69 校
○ 被 害 額 （概 算 ）

1，32 3，27 6 千 円

○ 津 波 に よ り損 壊

（1 校 ） 永 崎 小

（⊃地 震 に よる 損 壊
（9 校 ）

四倉 小 、 大 浦 小 、 久 之
浜 一 小 、桶 売 小 、 好 間 一

小 、好 聞 二小 、 小 名 浜 一
小 、植 田小 、 錦 東 小

（⊃津 波 に よ る校 舎 等 損 壊
（2 校 ）
豊 間小 、 永 崎 小

永 崎 小 につ い て は平 成 24
年 度 に 自校 で再 開予 定 。
豊 間小 につ い て は未 定 。

豊 間小 は 高 久小 、 永 崎小

は 江 名小 を借 用 して そ れ
ぞ れ授 業 を 実 施 。 久 之 浜

一小 、 久 之 浜 二小 に つ い
て は 10 月 11 日に 自校 に

て再 開 。

中 学 校

公 立 中 学 校 44 校

○ う ち被 害 校 数

42 校
○ 被 害 額 （概 算 ）

1．59 3，21 8 ・丁一円

○ 津 波 に よ り損 壊
（2 校 ）

豊 間 中 、 四倉 中
○ 地 震 に よ る損 壊

（5 校 ）

永 井 中 、」、名 浜 】一中 、
泉 中、 植 田 中 、 田 人 中

○ 津 波 に よ る校 舎 等 損 壊
（2 校 ）

豊 間 中 、 四 倉 中 （1 、
2 年 生 ）

四 倉 中 につ い て は平 成 24
年 度 に 自校 で 全 面 的 に再

開予 定 。 豊 間 中 につ い て
は未 定 。

豊 間 中 は藤 間 中 、 四食 中
（1 、2 年 生 ）は四 倉 小 （な

お 、 3 年 生 は 2 学 期 よ り
自校 で授 業 再 開 ） を借 用

して そ れ ぞ れ授 業 を 実 施 。
久 之 浜 中 に つ い て は 10 月

11 日に 自校 にて 再 開 。
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＜ 巻末資料 3 ＞ 河北新報 「学校 で何が （10 ） 4 月 1 日、異動断行 （宮城）」

東 日本大震 災 の被 害が大 きか った東北 3 県で唯一 、宮城県教 委は本年度 の教職員 人事 異動

を予 定通 り、 4 月 1 日付 で実施 した。県 内で は公立学校 の 8 割 以上が被災 。津波被害 を受 け

た沿 岸部 では 当時 、混乱 の中で児 童の安否確 認 も進 んでい なかった。被災校 か ら被災校 へ の

転任 を命 じられ た教 貞 は「兼務」 の重い負担 を強 い られ、保護 者か ら も反発 や戸惑 いの声 が

上が った。

◎「兼務」重 く教 師苦悩／保 護者 「心 の ケア懸念」

「あ のね、（津波 で）流 された人 を引 っ張 り上げ たけ ど、死 んでたか ら手 を離 した の」

宮 城県 沿岸 部の小 学校 か ら、 さらに津 波被 害が 深刻 だ った小 学校 に転 任 した女性教 諭 は、

そんな児童 の話 に胸 を痛 めた。新任校 で は津 波 に巻 き込 まれた り、人が亡 くな る姿 を 目の 当

たりに した り し た児 童 が 少 な くな い 。 家 庭 調 査 票 な どの デ ー タ は流 失 し、基 本 的 な情 報 も な

いま ま、 子 ど もた ち の 心 に向 き合 わ ざ る を得 な い 日々 が 続 く。 夫 は 3 月 11 日 に津 波 に 巻 き

込まれ、帰 らぬ 人 となった。前任校 で も津 波で家族 や家 を失 った児童 や同僚た ちが いた。「つ

らい のは私 だけ じゃない」 と自分 に言 い聞 かせ 、教 え子の安否確 認 に力 を注 いだ。前任 校 の

校長 か ら転任 を告 げ られ たのは、 そん な時期 だっ た。「まだ安否不明 の子 どもや先 生が いる。

異動 で きる状 況で はない」。県教委 な どに訴 えたが 、決定 は覆 らなかった。宮城県教 委 は今 回、

異動 者約 3770 人 の うち、津波被 害 を受 けた沿岸 部 に勤務 して いた約 580 人 につ い て、前任

校との 「兼務 」 と した。教職員 課 は「内陸部 よ りも沿岸 部 を手厚 くす るため、おお むね夏休

み前 まで 前 任 校 で 避 難 所 運 営 や 子 ど もの ケ ア な ど に取 り組 んで も ら う考 え だ っ た 」 と説 明 す

る。 しか し、実 際 には沿岸の被 災地 間で異動 した教職員 が兼務対象 者の 6 剖 を 占め た。津波

で被 災 した 2 校 を兼 務 した り、被 災 校 と避 難 所 と な っ て い る学 校 を兼 務 した り した ケ ー ス も

少な くない。 女性教 諭 も兼務 対象 だ ったが、学級 担任 を務 め る都合 で、4 月 中旬 に は完 全 に

新任校 に移 らざる を得 なか っ た。「前任 校 では復 旧作業 に追 われ、新任 校 で も子 どもたちが

待つ 。 ま と も に兼 務 で き る状 態 で は な か っ た 」

保護者 に も困惑 は広 が った。石 巻市 で被災 した相 沢 は るみ さん （42）の長 男 （9）が 通 う

小学枚の担任 も、 4 月上旬 に学枚 を離 れた。学校 では震災 後、 同級 生の 3 分 の 1 近 くが内陸

部の学校 に転 校 した。震災 直後 、学校 の再 開 を楽 しみ に してい た長男 だ ったが、今 では 「先

生も友 達 もい な い か ら、 僕 も転 校 した い 」 と漏 らす よ う に な っ た 。「 被 災 した 上 、 学 校 の 先

生や 友 達 まで もい な くな る の は本 当 につ らい と思 う」 と相 沢 さ ん。 児 童 の転 校 は ど うに もで

きないが 、非常 時 に県教 委が異 動 に踏み切 った ことにつ いて は割 り切 れ なさが残 る。「今 の

先生 も一生懸 命や って くれてい る。で も細 やか なケアが必 要 な時 だか らこそ、子 ど もや家庭

をよ く知 る先 生 を残 して ほ しか っ た 」 と話 す 。

河北新報 「学校で何が （10）4 月 1 日、異動断行 （宮城）」の抜粋 。下線 は筆者
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＜ 巻末資料 4 ＞ 宮城県 にお ける平成 2 3 年度初任者研修 〈高等学校〉

①目的

初任者研修 は新任教員 に対 して、教育公務員特 例法 第 23 条の規定 に基づ き、現職研修 の一環 と

して、 実践 的指 導 力 と使 命 感 を養 う と と もに幅 広 い 知 見 を得 させ る こ とを 目的 と して 実施 す る0

②期間

新任 教 員 は 、 原則 と して 採 用 後 2 年 間 、初 任 者 研 修 （ 1 年 目・ 2 年 目） を受 講 す る もの とす る 0

③対象

初任 者 研 修 の対 象 とな る新 任 教 員 （以 下 、「初 任 者 」 とい う。） は 、 次 の とお り とす る。

（1 ）初任者研修 （1 年 目）

・ 平成 23 年度採用の高等 学校 の新任教員 （養護教諭及び栄養教諭 を除 く。）

（2 ）初任者研修 （2 年 目）

・平 成 22 年度初任者研修 （1 年 目） を受講 した高等学校 教員

・ 平成 22 年度初任者研修 （2 年 目）の対象者 で受講 しなか った高等学校教員

④内容

（1 ）研 修 内容 は、 次 の とお り とす る。

ア 勤務校研修 ‥ ・ 1 年 目 ：150 時 間程度実施

2 年 目 ：校 内公開（研究）授業及 び検 討会 を年 間 2 回程度実施

イ機関研修 ・ 1 年 目 ：1 8 日

2 年 目 ： 7 日

（2 ）初 任者 は 、原 則 と して 学 級 を担 当 す る もの とす る。 た だ し、 1 年 目は担 当 授 業 時 間 数 等校

務分 掌 を軽 減 す る こ とが で きる。

⑤実施主体等

初任者研修 は、県教育委員会が実施す る。

⑥宿泊研修

県教 育 委員 会 は、初 任 者 に各種 の教 育 的経 験 を得 させ る と と もに 、教 員 の相 互 交 流 を深 め るた め 、

宿泊研修 を実施す る。

⑦校 内体 制

（ 1 ） 関係学枚の校長、副校 長及び教頭等 は、指導教員 を援助す る学校全体 と しての協 同的な体

制を確 立 し、 こ れ を校 務 分 掌 組織 に 位 置づ け る もの とす る。

（2 ）指導教 員は、校長、副校 長、教頭等 及び指導教員以外の教員 による初任者 に対する指導 及

び助 言 の 状 況 を把 握 し、 年 間 を通 して 系統 的 、組 織 的 な研 修 が 行 われ る よ うに す る。

（3 ）指導教員以外 の教員 は、勤務校研 修計画に従 い、指導教員 の初任者 に対す る役書陀 援助す

る も の とす る 。

（4 ）初任者研修 （2 年 目） につい ては、関係学校 の校 長は必 要に応 じて、校 内に 2 年 目研修担

当者 （例 えば、教頭等、教務主任 、研 究主任、教科 主任、学 年主任又 は初任者研修 （ 1 年 目）

の 指 導教 員 な ど。） を定 め る こ とが で きる。

宮城県政育委員会 「平成 23 年皮初任者研 修 〈高等学枚〉」 を一部抜粋 し、筆者作成
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